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■ 桂池テントサイトについて

信越トレイルのセクション3、桂池(かつらいけ)と中古池(なかふるい
け)の間に位置する「桂池テントサイト」。

野芝が敷き詰められたこの小さなテントサイトは、信越トレイルの指
定テントサイトとして2012年から運用されています。

桂池シェルター再生プロジェクト - はじめに

桂池テントサイトDATA
場所: 信越トレイル セクション3  桂池付近 (長野県飯山市)
設備: ・テントサイト(最大張数=5)

・シェルター

・トイレ=2器(汲取式)

Google Map
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シェルターシェルター

2012年～ 信越トレイルの指定テントサイトとして運用開始した「桂池テントサイト」



Chapter 1
プロジェクトストーリー

桂池



■ シェルターの屋根が、壊れた

テントサイトに併設された避難小屋(桂池シェルター)。
信越トレイルを歩くハイカーたちの拠り所として、暑い日や荒天時な
どには特に重宝されています。

しかし2024-25年冬の積雪の影響により、屋根の梁が折れ、ブロック
塀が傾いてしまいました。

倒壊の恐れもあることから、選択肢として取り壊しも考えざるを得な
い状況となりました。

プロジェクト ストーリー ①



2024年以前の桂池シェルター



2025年4月、雪の重みでつぶれてしまったシェルターの屋根

写真提供: 小境区



2025年4月26日 整備スタッフによる現場確認



■ 再生プロジェクトを始動

信越トレイルクラブでは安全を考慮し、2025シーズンを通してシェ
ルターへの立ち入りを制限。

そしてシーズン終了後に『桂池シェルター再生プロジェクト』を立ち
上げました。

ハイカーが安心して過ごせるよう、傷んだブロック塀を修正し、新し
い屋根を設置する計画を立て、2026シーズンからの利用再開を目指
しました。

プロジェクト ストーリー ②



2025シーズン中はシェルターへの立ち入りを制限



2025年11月5日 破損した屋根を解体



■ クラブ初のクラウドファンディングを開始

信越トレイルクラブは非営利活動法人のため潤沢な資金がなく、シェ
ルターの屋根修繕にかかる多額の費用をどう捻出するかが、最大の課
題となりました。

そこで、クラブ創設初となるクラウドファンディングをスタートさせ、
2026年1月から当プロジェクトへの寄付を広く募りました。

すると、日本国内外から多くの寄付と応援メッセージが寄せられ、開
始から1か月を待たずに目標金額の100万円が集まりました。

プロジェクト ストーリー ③



2026年1月 クラウドファンディングをスタート (目標金額100万円)



クラウドファンディングに寄せられた135件もの応援コメント



■ 予測をはるかに上回った支援

2月下旬以降はネクストゴールを130万円とし、クラウドファンディ
ングを継続。個人だけでなく団体・法人からも寄付が集まりました。

クラウドファンディング終了期限の5月末までに寄付件数は206口、
寄付金総額160万円にものぼる結果となり、今回の修繕費用を賄える
だけの資金を用意することができました。

プロジェクト ストーリー ④



2026年5月31日 クラウドファンディング終了

*画像はオンライン寄付の最終結果



寄付口数計 : 207口
うち 個人 : 201口
企業団体 : 6口

寄付金額合計 : 161万円*
*クラウドファンディングによる寄付は¥1,505,000

*クラウドファンディング外・募金受付期間外の寄付を含む

国内外から多くの寄付金が集まり、達成率160%となった



■ 修繕工事を実施

2026年4月下旬、道路の冬季閉鎖解除と同時に事務局スタッフが現場
確認。残していたブロック塀は大きく崩れることもなく、無事に冬を
越しました。

6月中旬には、職人さんたちによる建前や板金工事など本格的な作業
が行われ、真新しい屋根が据え付けられたシェルターは、2年ぶりに
息を吹き返しました。

プロジェクト ストーリー ⑤



2026年4月24日 雪解け後の現場確認



2026年6月中旬 職人さんたちによる修繕工事(建前)



2026年6月中旬 職人さんたちによる修繕工事(板金)



■ 整備ボランティアによる仕上げ作業

新しい屋根の設置が済み、信越トレイルクラブの整備スタッフとボラ
ンティアが一緒に、最後の仕上げを行いました。

皆で手分けをして、シェルター外壁化粧板の塗装、室内の清掃や拭き
上げ、周辺の除草などを実施し、見違えるほどきれいになりました。

その後、ブロック塀開口部の閉塞も行われ、ハイカーを迎える環境が
ついに整いました。

プロジェクト ストーリー ⑥



2026年6月25日 整備ボランティアがシェルター内外を仕上げ



利用再開に向けて整えられたシェルター内部



■ 小境区への報告、芳名板の設置

2026年6月27日(土)午後、シェルターを所有する小境区の皆さんに向
けて報告会を実施し、修繕の状況を現地で見ていただきました。

今回のプロジェクトの経緯を事務局から改めて説明し、支援者名が記
された芳名板を一緒に取り付けました。

また、シェルターの歴史を伝える写真パネルを見ながら、当時の桂池
にまつわる思い出話が口々に語られ、かつての小屋の賑わいが思い起
こされる時間となりました。

プロジェクト ストーリー ⑦



2026年6月27日 午後2時 小境区立ち合い報告会



小境区の皆さんと一緒に、芳名板と写真パネルの解説キャプションを設置



■ 「桂池DAY」でシェルターの再生をお祝い

2026年6月28日(日)、毎年恒例の「加藤則芳メモリアル 信越トレイル
開き」に続けて特別イベント「桂池DAY」を開催、再生したシェル
ターのお披露目を行いました。

トレッキング参加者とクラウドファンディング支援者の皆さんが一堂
に会して竣工式を執行。「太郎小屋*」看板も取り付けらました。

シェルター内覧ではプロジェクト概要とこの小屋の歴史について事務
局が解説を行いました。

プロジェクト ストーリー ⑧

*詳しくは、「Chapter 2 シェルターの歴史」をご覧ください。



2026年6月28日 「桂池DAY」で再生したシェルターをお披露目



ハイカーの拠り所として復活した桂池シェルター

撮影日: 2026年6月28日(日)



制作した太朗小屋看板

制作: 2026年６月

自体原書: 今清水 太郎 / 復刻: 佐藤 有希

板材提供: 余頃 友康

加工製作: 美谷島 孝

▲当時の小屋に書かれていた文字を復刻



日付 活動内容

2025年4月25日(金) 小境区よりシェルター(太郎小屋)屋根破損の一報が寄せられる

2025年4月26日(土) 整備スタッフによる現地チェック、梁・棟木・母屋・垂木・下葺材・野地板・棟板金・ブロック塀の一部破損を確認

2025年4月27日(日) 安全確保措置のためシェルターの立ち入りを制限

2025年6月21日(土) シェルター前にバリケードを設置、2025シーズンを通してシェルター立ち入り禁止

2025年11月5日(水) 屋根部分を全撤去(事業者・事務局・整備スタッフ)、ブロック塀を残し越冬

2026年4月24日(金) 事務局による現地チェック、ブロック塀の無事を確認

2026年1月29日(木) クラウドファンディング公開開始、目標金額100万円 (～5/31)

2026年2月22日(日) クラウドファンディング目標金額100万円達成、ネクストゴール130万円とし継続

2026年5月31日(日) 合計160万円の寄付が集まり、クラウドファンディング終了(達成率160%)

2026年6月中旬 事業者による新しい屋根の設置(建前)

2026年6月25日(木) 事務局・整備スタッフ・整備ボランティアによる仕上げと清掃実施

2026年6月26日(金) 寄付者芳名板・写真パネルの設置準備(事務局)、ブロック塀開口部の閉塞処理(事業者)

2026年6月27日(土) 小境区への修繕実施報告(事務局)、トレイル開き前夜祭における概要説明(事務局)

2026年6月28日(日) トレイル開き・桂池DAY実施、竣工式およびお披露目(事務局・寄付者・イベント参加者)、シェルター利用再開

タイムライン



Chapter 2
シェルターの歴史

桂池



■ シェルターはかつてのボート小屋

桂池シェルターは、かつて麓の小境区の集落の事業として、昭和37年
(1962年)に建築されたボート小屋でした。

飯山市民をはじめたくさんの人々がここを訪れ、すぐ近くの桂池で
ボート漕ぎや水遊びを楽しんだり、子供たちの遊び場としても大変に
ぎわいました。

シェルターの歴史 ①



かつての太朗小屋 = シェルターの前身

写真提供: 今清水 良 氏



かつての桂池(写真は昭和50年代か)、西側の車道はまだ造成されていない

写真提供: 今清水 良 氏



昭和30年代後半～ 市民の憩いの場だった桂池

写真提供: 今清水 良 氏



■ “太朗小屋”として親しまれた

のちに、小境区民の今清水太郎さんが区から事業を引き継ぎ、ボート
小屋は“太郎小屋”と呼ばれるようになりました。

太朗さんは奥様の小花さんと一緒に、この小屋で「売店かつら池」を
切り盛り。お菓子やジュース、ビールなどを販売し、カップラーメン
にはお湯*を注いで提供していました。

訪れた人々は、太郎小屋でのひとときを楽しんで過ごしました。

*水は近くの「太郎清水」から汲んできました。

シェルターの歴史 ②



今清水 太郎さん・小花さんご夫妻

写真提供: 今清水 良 氏



「売店かつら池」をふたりで切り盛り

写真提供: 今清水 良 氏



■ 大好きな桂池と太郎小屋で

太郎さんと小花さんは桂池と太郎小屋が大好きでした。

ふたりは麓から桂池まで歩いて通い、太郎小屋の屋根裏部屋で寝泊ま
りしながら、売店の営業を続けました。

たまに、ふたりを迎えに車が来ることもありましたが、麓で用事を済
ませると、またすぐに歩いて桂池へ上がっていきました。

「好きじゃなきゃできない、偉かった」— 義理の娘さんは言います。

シェルターの歴史 ③



桂池と太郎小屋が大好きだった太郎さん・小花さん

写真提供: 今清水 良 氏



■ ふたりを慕う人々の協力

そんな太郎さんと小花さんを慕って、麓からはたくさんの人が太郎小
屋を訪ねました。

食材などの担ぎ上げは、小境区の人々のほか、外様(とざま、小境区の隣の集

落)の民宿や、そこに宿泊中の合宿者なども協力して手伝いました。

ちなみに当時は、大人も子供もみな麓から桂池まで平気で歩いて上り
下りしていて、中には1日3往復する人もいたそうです。

シェルターの歴史 ④



みんなの笑顔があふれた太朗小屋

写真提供: 今清水 良 氏



■ 太郎小屋のクローズ

長年、市民の憩いの場としてにぎわった桂池と太郎小屋でしたが、昭
和53年(1978年)になると、飯山市内の「長峰スポーツ公園」に市民
プールがオープン。

すると人々は涼を求めてそちらへ通うようになり、桂池へ向かう人は
少なくなりました。太郎小屋の客足も徐々に遠のき、数年後には営業
を終了したとのことです(クローズ年不明)。

話: 小境区関係者

シェルターの歴史 ⑤



昭和50年代(推定)まで営業が続けられた太郎小屋

写真提供: 今清水 良 氏



Chapter 3
クラウドファンディング

サマリー

桂池



寄付金総額

寄付コース ¥3,000 ¥5,000 ¥10,000以上 合計

寄付口数 62 65 80 207 口

寄付金額 183,000 325,000 1,102,000 1,610,000 円

クラウドファンディング受付期間: 2026年1月～5月末

CF実施プラットフォーム: コングラント (非営利活動団体向け寄付DXシステム)



バランス ¥58,894 ※余剰金は信越トレイルクラブが実施するトレイル整備に充てさせていただきます。

【収入の部】 合計 ¥ 1 , 6 1 0 , 0 0 0
1. 寄付金 ¥ 1 , 6 1 0 , 0 0 0

【支出の部】 合計 ¥ 1 , 5 5 1 , 1 0 6
1. シェルター破損屋根撤去費用 ¥ 1 5 9 , 5 0 0

2. シェルター新屋根改修費用 ¥ 1 , 2 9 8 , 0 0 0

3. シェルター内外装仕上げ費用 ¥ 9 , 9 4 8

4. 芳名板制作費用 ¥ 2 4 , 2 0 0

5. 写真パネル制作費用(2枚) ¥ 8 , 8 0 0

6. 太郎小屋看板制作費用 ¥ 1 0 , 0 0 0

7. 掲示品取付費用 ¥ 1 0 , 8 5 6

8. 返礼品制作・発送費用 ¥ 2 9 , 8 0 2

収支



プロジェクトページ

*画像の「支援総額」はオンライン寄付の最終結果

https://congrant.com/project/stc/18295



寄付コースとリターン

■ ¥3,000
・ 信越トレイル整備協力金タグ(2026年Ver.)をお届け*
・ 再生後のシェルター内に設置する芳名板にお名前を掲載 (希望者のみ)
・ プロジェクト終了後の公開レポートにお名前を掲載 (希望者のみ)

■ ¥5,000
・￥3,000コースのリターンすべて
・ 当プロジェクトのオリジナルステッカー(非売品)をお届け*

■ ¥10,00以上
・￥5,000コースのリターンすべて
・ シェルター再生をお祝いする会「桂池DAY」にご招待



返礼アイテム

“I am a donor”ステッカー
(対象: ¥5,000円コース以上)

サイズ: w80mm×h65mm

整備協力金タグ(2026 ver.)
(対象: ¥3,000円コース以上)

サイズ: w83mm×h83mm
事務局注記: スペルミスがあり、大変申し訳ございません。

誤: RESTRATION → 正: RESTORATION

*各アイテムは2026年7月中旬までに事務局から対象者へ発送済み



寄付者の属性
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寄付口数計: 207口



寄付者御芳名 (掲載希望者のみ、順不同、敬称略)

尾形 紘平
川村 龍俊
高橋 茂
上野 和子
遠藤 直生
山本 純
栗岩 良浩
信飛トレイル 藤江
永井 久
美谷島 孝
木村 祐介
松本 繰代
横尾 三四秋
小宮 章弘
村上 冬樹
鈴木 達磨
日高 嘉郎
山﨑 慎介
小林 学文

宮地 治樹
末村 剛彦
背戸 靖
みそしるえがお
青木 翼
高橋 秀樹
濱口 哲
菊池 亮介
けーぷぺんぎん
西尾 咲希
岩﨑 順子
宮坂 宗男
大西 江美
大塚 健吾
宮川 賢二
神﨑 久司
草野 亜紀夫
澤田 雄一
東泉 亮太

牛島 初恵
常田 まい
藤田 裕人
中尾 和実
高橋 保敬
髙嶋 裕太
根津 貴央
大塚 秀治
滝沢 寿一
芳須 隆弘
鴫原 章夫
水澤 康志
圓山 友慎
後藤 達治
西村 亜土
窪宏 二朗
小湊 義彰
白田 武司
清田 由美子

小出 修平
いいやま診療所
鈴幸
金田 ヒロミ
金田 利幸
上田 幸哉
廣濱 竜一
野口 広太郎
廣安 花子
板谷 学
鈴木 善貴
清田 勝
小林 ミオ
志賀 正太郎
中西 健一郎
鈴木 真人
高橋 将明
加藤 孝治
馬場 誠



深瀬 正子
森 悦成
若杉 研介
宮森 穂
遠山 真
石澤 一芳
北野 博基
小川 竜太
関 政子
西澤 ゆかり
佐藤 妙子
山川 徳明
中川 統行
石崎 宏之
Les Love
吉村 友加
加藤 正芳
水島 健吾
松尾 芳樹

荒井 智子
Paul Curtin 
瀬山 幸司
佐藤 環
齋藤 和子
堀米 亜樹
立木 文由美
Bas Pieper
伊東 ゆかり
秋山郷結東温泉かたくりの宿
今清水 良
高田 誠
David Huff
船曵 壽太郎
(合)IKNET スキー部
田村 良一
西留 卓郎
小池 実香
荒川 弘樹

George Masa Foundation
永見 彰茂
松之山温泉 ひなの宿ちとせ
仲野 正雄
前田 眞志
高野 雄市
田中 新吾
高橋 玉樹
内田 チホ
小林 裕己
もりもり
松原 まり子
中谷 大基
齋藤 公二
植村 顕
仙田 結
平山 謙
堀川 博章
Matt Drury

平野 政人
割田 俊樹
中尾 薫
寺町 志保
株式会社エイアンドエフ
小山 邦武
清野 寛之
清野 幸子
渡辺 哲夫
涌井堂
大西 宏志
内野 美雪
佐藤 有希
平出 隆彦

匿名他 60名
_______________________

寄付口数計: 207口

寄付者御芳名 (掲載希望者のみ、順不同、敬称略)



林部建築所

フォレストデザイン

飯山市小境区

改修協力



皆様からの温かいご支援により
桂池シェルターは無事に再生を
果たすことができました。

当プロジェクトにご協力くださった
すべての方々に対し
心より感謝申し上げます。

誠にありがとうございました!

信越トレイルクラブ事務局一同

桂池




